
【別添資料１】 ICTの効果的な活用法 

文部科学省(2019)「教育の情報化に関する手引」より 

 

 



【別添資料３】  焼津市における ICT活用計画 

 



【別添資料４】  教職員研修計画 

 



【別添資料２】焼津市授業改善の重点 
令和３年度「授業改善の重点」           焼津市教育委員会                                        
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「学びの実感」を積み重ねる 
目指す授業：「問題解決的な学習」の過程において、子供同士で学び合い、これからの社会 

で生きていくために必要な資質・能力を育むことができる授業 
教材研究 
・育てたい「資質・能力」を明確にし、教科の系統

性をおさえる。 
・子供が教科等の「見方・考え方」を働かせている

場面やその時の子供の姿をイメージする。 
子供理解 
・子供がどんな疑問をもち、どう学ぶのか、どう教

材とかかわるのかを想像する。 
・日々の授業でつかんだ子供の実態をもとに、単

元を通して子供の学びの姿をイメージする。 
１ 学習指導要領の目標や内容、指導事項に基づき、単元を見通した授業を構想する。     ・学習指導要領と子供の実態から育てたい「資質・能力」をおさえる     ・子供の思考の流れに沿った単元構想を検討する 

・単元の評価規準をもとに「指導と評価」について検討する                ※ 学習の見通しをもつ 子供自身が解決したい課題や問い 

３ 学習を振り返る場を設定する。    ・「資質・能力」が身に付いたか伸びたか、目標の達成度を確認する               ※ 単元や題材のまとまりにおける学びと自分の変容を自覚する         ※ 新たな課題発見、解決への意欲をもつ 
子供が変容を確認できる場 

指導と評価の一体化 
・個々の子供の学びを継続的に見取る 
・個々の子供に適切な支援をする 

子供に必然性のある学習活動 
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「問いや考え」を持つ 
「問いや考え」の再構成 ２ 問題解決に向けて、目的に応じた必然性のある学習活動を設定する。     ・考えるための材料の選択（資料 場の工夫 教師の声掛け）     

※ 自分の考えをもつ                   
※ 考えを深める 

学習の土台づくり 
・安心できる温かい人間関係 
・学びに適した学習規律  ・学びに集中できる学習環境 協働 

対話 協働 
対話 


